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ムギツク
Pungtungia herzi

本研究では兵庫県三田市藍本武庫川上流で採集した成魚のカワムツと
ムギツク，フナ，アブラボテ，市販のウグイを用いた。

使用した個体

オイカワ
Zacco platypus

カワムツ
Nipponocypris temminckii

攻撃行動の定義
①相手を追いかける ②相手と並行して泳ぎ、

側面から体当たり

③相手へ頭から
体当たり

攻撃行動を示し、武庫川で採取できるカワムツに注目した

カワムツはどのような魚種を攻撃対象と認識するのか。

淡水魚の攻撃行動の鍵刺激が分かればストレスを
かけることなく飼育できるのでは？

カワムツが攻撃対象と認識する魚種の特徴は？

方法 カワムツの魚種に対する攻撃の有無と
魚種の特徴
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カワムツの攻撃モデル（攻撃を行う条件）

餌を
食べる

採餌
縄張りを
形成

飼育密度が小さいとき

縄張りに
侵入した
個体を
眼で観察

攻撃行動を
行う

攻撃行動を
行う個体が
固定化

カワムツの魚種に対する攻撃の有無と
魚種の特徴

考察
カワムツは口の形状を見て攻撃対象かどうか認識しているのかも
しれない
口が上向きまたは水平に付いている魚種は攻撃対象と認識され，口が

下向きに付いている魚種は攻撃対象と認識されないのかもしれない。
また，体色は攻撃行動の有無に影響を与えないと考えられる。

カワムツは食べるエサが同じ淡水魚を攻撃するかもしれない
今回の使用した個体は全て雑食だが，口が上向き，水平に付いている

魚種は主に落下昆虫や水生昆虫を好む。それに対して口が下向きに付い
ている魚種は水草や苔，底生昆虫などを食べる。このことからカワムツ
は同じ餌を食べる淡水魚を攻撃対象と認識しているのかもしれない。

※青い実線は昨年度までに
私たちが明らかにしたこと

カワムツ，ムギツク，アブラボテ，フナ，ウグイのうち一種とカワムツ
を60㎝規格水槽内で混泳させ，給餌後5分間における攻撃行動の有無を
調べ，それぞれの魚種の口の向き，体色，大きさ・形状をまとめた。

結果

カワムツ 様々な
魚種

カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か

兵庫県立宝塚北高等学校 生物部 高岡 璃子, 村岡 優里

60㎝規格水槽

フナ
Carassius

ウグイ
Tribolodon hakonensis

アブラボテ
Tanakia limbata

攻撃対象と
判断

口の形状を見て同じ餌を食べる魚種
を判断している可能性がある

今回の実験で分かったこと →

餌

昨年度までの私たちの研究
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カワムツの個体群密度（匹／水槽）

・個体群密度が小さいとき、餌を食べた後に
攻撃行動を行う
→カワムツは採餌縄張りを形成する

・カワムツはカワムツとオイカワには攻撃をしたが、
ムギツクには攻撃しなかった
→この要因を調べれば、攻撃行動の鍵刺激が
分かるのでは？

カワムツ オイカワ ムギツク

上層 あり あり なし

下層 あり あり なし

今年度の研究

・カワムツ，オイカワは
上層，ムギツクは下層に
いることに注目し，上下
の位置で攻撃対象か認識
しているのではないかと
考え，写真のように小型
水槽で分割し，上下の位
置を入れ替え，外側のカ
ワムツからの攻撃の有無
を調べた

・攻撃対象となる魚種は変化しなかった
→カワムツは魚種を見分けて攻撃対象と
判断している，また，カワムツは眼で見て
攻撃対象を認識している

カワムツ

カワムツ

カワムツ

ムギツク
攻撃！

攻撃しない

入れた個体
攻撃行動の
有無

口の形状 体色 大きさ

カワムツ 有り 上向き 黄褐色で黒い帯状の筋が入っている 10±1㎝

アブラボテ 有り 先端に水平に付いている 薄い桃色 約8.0㎝

ウグイ やや有り やや下向き 黄褐色を帯びた銀色 約10㎝

ムギツク 無し 下向き 黄褐色で黒い帯状の筋が入っている 約11.5㎝

フナ 無し 下向き 黒色を帯びた銀色 約13㎝

カワムツ，アブラボテ，ムギツク，フナでは口が上向き，水平についた
魚種は攻撃され，下向きについた魚種は攻撃されなかった。ウグイにつ
いても，攻撃行動は見られたがカワムツへの攻撃などに比べて回数が少
ないように感じられた。

また，昨年度までの研究で相手の個体
の顔に向かって攻撃することが多かっ
たので今回は特に口の形状に注目した。

①ウグイへの攻撃回数の有意差を調べる
今回の実験でカワムツやアブラボテへの攻撃回数に比べるとウグイへ

の攻撃回数は少なかった。しかし回数を調べていないので，今後実験を
行い，有意差があれば，口の形状がカワムツの鍵刺激であるという可能
性が高まると考えられる。

②調べる個体数を増やす
調べた個体の数が少なかったため，今後，他の個体や模型，ルアーな

どを活用して，口の形状を中心に大きさや個体の形状の異なる場合のカ
ワムツの行動を調べていきたい。

③個体の大きさがカワムツの攻撃行動に与える影響を調べる
昨年度までの研究により，カワムツ間での攻撃行動では体長は攻撃行

動に影響しないことが明らかになっているが，異種間における体長が及
ぼす影響は明らかになっていない。なので，今後調べていきたい。

顔に向かって
攻撃するカワムツ
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